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四股の動作時における筋電図（被検者：M．1．）
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4の時点，及び，6から8の時点）の時間が，熟練者は未経験者に比べ長いの
も，この事によるのではないかと思われる。
　三角筋の放電パターンに関しては，各被検者共比較的似かよった傾向を示し
ている。図の6から8の時点にかけての放電は，下肢を持ち上げている為（被
検者：J．O．，1．0．），又は，足を上げるのに妨げにならない様に上肢の重力に
抗している為（被検者：U．A．，　F．　W．，　K．　J．，　M　I．）の静止性収縮（static
contraction）によるものではないかと思われる。四股は，指導上において一
般に「肩に力を入れてはいけない。」といわれているが，熟練者，未経験者共
に，肩関節を外側から被っている三角筋に関しては，全般にそれ程放電は見ら
れなかった。
　大殿筋については，各被検者共2から4及び6から8の足を上げている時点
で放電が見られる。（図1～図W参照）大殿筋の収縮によって行なわれる動作
は，大腿の外旋及び外転，腰の伸展，下腿の伸展などであるが，これらは，言
い換えれば，膝を外に向ける，上体を起こす，膝を伸ばす，という事であり，
いずれも指導上足を上げる時点で強調される事である。特に，膝を外に向ける
という事と上体を起こすという事は，四股の動作の間持続して行なわれていな
ければいけないと言われている。熟練者であるにもかかわらず，被検者，Y・A．
とF・W．の放電が断続的であるという事に関しては，今後再検討する必要があ
るであろう。
　大腿直筋と大腿二頭筋は相拮抗する筋であるが，これらの筋の放電パターン
を見ると，図中の1から4の時点で，熟練者と未経験者に大きな差が生じてい
る。熟練者は三名共，2の時点の前後で大腿直筋が放電しており，それが小さ
くなると共に2から4の時点にかけて大腿二頭筋の放電が大きくなっている
（図工，図皿，図巫参照）。未経験者はこの時点では共通した傾向が見られな
い。2の時点の前後での熟練者の大腿直筋の放電は，体重に抗する為及び膝関
筋を伸展する為の静止性収縮又は短縮性収縮によるものではないかと推測され
る。2の時点の前後において熟練者に関しては，軸足側の膝関節の屈曲，股
関節の伸展（両方共，大腿二頭筋の収縮による。）は見られず，体重に抗して
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膝関節角度を保ちながら上体を軸足側に傾かせ体重移動をしているのではない
かと思われるが，これらの事から大腿二頭筋に放電が見られないのではないか
と推測される。2から3の時点で，熟練者に関しては，軸足側の膝関節角度が
大きくなると，体重による負荷が小さくなる為，大腿直筋の放電が小さくなっ
ているのではないかと思われる。大腿直筋の放電が小さくなるにっれ，大腿二
頭筋の放電が大きくなっているが，これは，軸足側の膝関節がかなり伸展され
た段階で股関節を伸展し上体を起こそうとしており，その為の短縮性収縮又は
静止性収縮によるものではないかと推定される。四股の指導上においては，上
体をなるべく起こしたまま足を上げるという事が強調されるが，1から4の時
点での大腿直筋と大腿二頭筋の放電パターンから，熟練者においては，軸足側
への体重移動の際上体が軸足側に傾き，軸足側の膝関節がかなり伸展された段
階で上体を起こしているのではないかと推察される。
　各被検者共に，5から8の時点にかけて，大腿直筋の放電が見られるが（図
1～図VI参照），これは下肢を挙上し膝関節を伸展する為の短縮性収縮又は静
止性収縮によるものではないかと思われる。
　前脛骨筋とヒラメ筋は相拮抗する筋であるが，これらの二つの筋の放電パタ
ーンに関しては，各被検者共，1から4の時点にかけて両方の筋が不規則では
あるがほとんど同時に放電しているという傾向が見られる。1から4の時点で
は，軸足側の足関節にいくらか屈曲及び伸展の動作が見られるが，むしろバラ
ンスを保つという要素が大きい為に，この様な傾向が見られるのではないかと
推測される。又，6から8の時点では，前脛骨筋が放電している者（被検者，
J．0．，1．0．）としていない者（被検者，Y．A．，　RW，，　K．J．，　M．1．）が見られ
るが，これは，上げた足の方の足関節を屈曲しているかしていないかの違いで
あり，四股の指導上ではそれはそれ程問題視されていない。各被検者共，6の
時点の前と8の時点の後でヒラメ筋の放電が見られるが，前者の放電は足を上
げるのを助ける為に床を蹴っている為の短縮性収縮により，後者の放電は足が
床に着く時のショックを柔らげる為の伸張性収縮（eccentric　contraction）に
よるものではないかと思われる。
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　1，5，9の前後の時点では，各被検者共どの筋においてもあまり放電が見ら
れず，本研究で取り上げた筋に関しては，筋力トレーニングという意味ではそ
れ程効果が期待できないのではないかと思われる。四股において，腰を下ろす
という事は非常に重視されているが，腰を下ろすという動作自体は，筋力トレ
ーニングとしてはそれ程意味がなく，むしろ，軸足側に体重を移動させ足を上
げる時の軸足側の負荷を大きくするという役割りを果しているのではないかと
推察される。
　本研究では，第工章で述べた様に，筋の収縮の程度（grading）は問題にし
なかった。しかし，身体運動を分析する場合，この事は非常に重要な要素とな
る。又，本研究では被検筋の数がそれ程多くなく，より詳しく分析するには，
今回選んだ被検筋以外の筋にっいても測定する必要があるであろう。以上の問
題点について，今後検討すると共に，四股以外の基本動作や応用動作について
も今後の課題としたい。
IV　要
?
　本研究は，四股の動作を筋電図法により分析しようとしたものである。
　被検筋は，三角筋，大殿筋，大腿直筋，大腿二頭筋，前脛骨筋，ヒラメ筋で
あり，筋電図の記録と同時に16ミリ・シネカメラにより撮影を行なった。被検
者は熟練者三名，未経験者三名の計六名である。
　結果を要約すると次の通りである。
1・各被検者共に，足を上げている間上げている足の方の三角筋が放電してい
　たが，これは下肢を持ち上げている為，又は，足を上げるのに妨げにならな
　い様に上肢の重力に抗している為ではないかと推測される。四股は一般に
　「肩に力を入れてはいけない」と言われているが，各被検者共に，全般に三
　角筋の放電がそれ程見られなかった。
2．熟練者は，軸足側に関して，腰を下ろした姿勢から足を上げて下ろすまで
　の問，大腿直筋が放電しそれが小さくなるにつれて大腿二頭筋の放電が大き
　くなるという傾向が見られた。これは，膝関節を伸展するにつれて負荷が小
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　さくなり，膝関節がかなり伸展された段階で上体を起こしている（股関節を
　伸展している）事によるものではないかと推定される。四股の指導では，上
　体を起こしたまま足を上げる事が強調されているが，熟練者は，体重移動の
　際上体が軸足側に傾き，軸足側の膝関節がかなり伸展された段階で上体を起
　こしているのではないかと推測される。
3．各被検者共に，腰を下ろした時点ではどの被検筋においてもそれ程放電が
　見られなかった。これは，腰を下ろすという事が，筋力トレーニングという
　よりはむしろ足を上げる時の軸足側の負荷を大きくするという役割りを果し
　ているという事ではないかと推察される。
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